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2019年３月期 

決算説明会 
2019年５月23日 

将来予測・業績予想について 

本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、計画、目標など将来に関する記述が含まれております

が、これらは当社が現在入手している情報に基づく判断や仮定を基礎としたものであり、将来における当社の

実際の業績または展開と異なる場合があります。 
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2019年３月期 

通期実績 
（2018年４月～2019年３月） 
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【連結】業績 2019年３月期 
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■売上高：国内冷菓、健康が増収、海外減収。 

■損 益 ：通期計画を達成。過去最高益を更新。 

年間累計 前期実績 
前期比較 
（前期比） 

売上高 205,368 205,022 
346 

(100.2%) 

営業利益 20,217 19,751 
466 

(102.4%) 

経常利益 20,767  20,422  
345 

(101.7%) 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

12,816 10,289 
2,527 

(124.6%) 

（単位：百万円） 
営業利益 推移 

（単位：億円） 

過去最高益 
更新 
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【連結】セグメント情報 
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事業 
（売上高構成比） 

売上高 
（前期比） 

セグメント利益 
（前期比較） 

食料品製造 
（95.5％） 

196,216
（100.2%） 

19,608 
(+430) 

食料卸売 
（3.3%） 

6,664 
（99.7％） 

536 
(+2) 

不動産・サービス 
（0.9％） 

1,909 
（93.8％） 

835 
(＋113) 

その他 
（0.3%） 

578 
（113.1％） 

93 
(+25) 

（単位：百万円） 

【食料品製造】 

■売上高 
・冷菓、健康が好調 

 -ジャンボG好調維持 

         （前同比：107％） 

 -inゼリー好調維持 

         （前同比：103％） 

・海外売上高 （前期比：91％） 

 -米国     （前期比：115%） 

 ※インドネシア合弁解消 

 

■損 益 
・増益：健康、 減益：菓子食品、冷菓  

 -菓子食品（増減率：△6.0％） 

 -冷菓      （増減率：△2.0％） 

 -健康      （増減率：＋14.4％） 



Copyright (C) MORINAGA & CO., LTD. Allrights Reserved. 5 

【連結】食料品製造事業 売上高・営業利益の状況  

売上高 営業利益 

2019年 
３月期 前期比較 前期比 

2019年 
３月期 前期比較 増減率 

 連結 205,368 +346 100.2％ 20,217 +466 +2.4% 

 食料品製造 196,216 +428 100.2% 19,608 +430 +2.2％ 

  菓子食品 122,008 ▲1,301 98.9% 7,577 ▲480 △6.0％ 

  冷 菓 37,215 +148 100.4％ 4,165 ▲85 △2.0％ 

  健 康 36,992 ＋1,581 104.5％ 7,885 ＋996 ＋14.4％ 

拠点別売上高 2019年３月期 前期比較 前期比 

国内売上高 184,073 1,654 100.9% 

海外売上高 12,143 ▲1,225 90.8% 

海外売上高比率 5.9％ △0.6P 

（単位：百万円） 
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197.5 

202.1 

2018年３月期 … 

売上高増収 

原材料関係影響 

生産効率の改善 

商品規格見直し等 

販売費減 

広告費増 

物流費増 

その他販管費増 

2019年３月期 … 

（単位：億円） 

 ＋0.9 

＋11.5 

＋4.7 

＋1.3 

＋4.3 

▲5.8 

▲8.3 

▲4.0 

【連結】営業利益増減要因 

6 

（単位：億円） 2018年３月期 
営業利益 

2019年３月期 
営業利益 
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菓子食品部門 実績 
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菓子食品 

売上高 営業利益 

2019年 
３月期 

前期比較 前期比 
2019年 
３月期 

前期比較 増減率 

122,008 ▲1,301 98.9％ 7,557 ▲480 △6.0％ 

 
 

国内 

国内：「森永ココア」「プリングルズ」が前同を 
     下回るも、主力ブランド等でカバー 
海外：インドネシア事業の合弁解消に伴い減収 

 売上高 変動要因 

海外 米国:115％ インドネシア:56.3％ 

 営業利益 変動要因 

戦略的な広告費投下 

物流費：運賃単価ＵＰ 

ウェルネス領域の商品を中心に 
次世代ブランドの育成を強化 

（単位：百万円） 

107％ 

103％ 

84％ 
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冷菓部門 実績 
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冷菓 

売上高 営業利益 

2019年 
３月期 

前期比較 前期比 
2019年 
３月期 

前期比較 増減率 

37,215 +148 100.4％ 4,165 ▲85 △2.0％ 

 
 

 売上高 変動要因  営業利益 変動要因 
子会社の冷凍デザート事業廃止、猛暑による休売
の影響もあったが、ジャンボGが好調に推移し増収 

107％ 
猛暑→酷暑需要に 
対応できず休売 

物流費：倉庫保管料の増加 

積極的な広告展開 

TVの他、SNSでも配信 

（単位：百万円） 

チョコ、バニラともに好調 

前同差異（金額） 
売上原価+120百万円 
広告費  +115百万円 
物流費  +286百万円 

売上高増収に伴う影響 
子会社の事業廃止影響を除いた場合の 
売上高は前期比＋1.9％ 

乳原料の価格上昇影響 
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健康部門 実績 
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健康 

売上高 営業利益 

2019年 
３月期 

前期比較 前期比 
2019年 
３月期 

前期比較 増減率 

36,992 ＋1,581 104.5％ 7,885 ＋996 ＋14.4％ 

 
 

 売上高 変動要因  営業利益 変動要因 

（単位：百万円） 

市場拡大、ユーザー増により好調推移 

103％ 

２桁伸長 

売上高増収に伴う影響 

iｎブランド好調、 
通販事業の収益性改善 

積極的な広告展開 

原価率改善 
17年６月ライン増強した 
三島工場の安定稼働 
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今後の成長に向けて 
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2018中計の考え方 

今後起こりうる 
様々な変化に 
持続的に対応 
出来る基盤形成 

次世代成長へ 

長期的且つ持続的な 
成長の実現 

成長の構築 

経営基盤の盤石化と 
成長戦略の加速 

新ステージの幕開け 

経営基盤強化と 
事業の芽の創出 

新ステージ 
幕開け 

ウェルネス領域 

既存領域 

グローバル領域 

2015中計 2018中計 
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2018中計の考え方 

持続的成長に向けた基盤強化 
 

長期的な視点での経営 

収益基盤
強化 

健全な 
成長戦略 

適切な 
資本政策 

新ステージ 
幕開け 

ウェルネス領域 

既存領域 

グローバル領域 【生産】 

・国内拠点集約・再編 

・生産効率の向上 

【マーケティング】 

・市場で勝ち抜く 

 事業ポートフォリオ形成 

【営業】 

・伸長市場へ対応加速 

・営業生産性の向上 

【海外】 

・米国でのブランド確立 

・新たなエリアの開拓 
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国内事業：主力８ブランドへの注力 
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売上高 

利益貢献 

利益＆売上高の貢献により 
主力８ブランドを選定 
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国内事業：主力ブランドをより強く 

GMS・SM 

CVS 

Drugなど 

包装形態多様化 
ブランドエクステンション 

戦略的 
売り場展開 
ターゲット獲得 

１ブランドあたりの 
売上・利益拡大 

・インバウンド等 

・ファミリー等 

・自己消費等 

14 
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拡充に向けた取り組み 
■積極的な広告投資 
 
 
 
 
 

15 

ウェルネス商品構成 

国内事業：ウェルネス商品の拡充 

次世代ブランド育成などにより50％を目指す 

SKU増加により２桁伸長 

2018年３月期 

2019年３月期 

■戦略的な売り場展開 
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0%

40%

2014/3- 2018/3-

健康部門：市場動向、売上推移 

【資料：インテージSRI、スーパー、CVS、ドラッグ計、単位：％】 
16 

A：Qoo 
B：アミノバイタル 
C：速攻元気 
D：葡萄畑  
E：ミニッツメイド 
F：C1000+PV 
（G：カロリーメイト） 

■inゼリー売上高推移 

 2017年３月期を100とした場合 

競合増も圧倒的シェア 

■ゼリー飲料市場 
 ブランド別マーケットシェア 

10％ 

A商品 C商品 B商品 D商品 E商品 F商品 

市場の成長を牽引 

38.4％ 

0%

50%

100%

2017年 

3月期 

2018年 

3月期 

2019年 

3月期 

inゼリー売上高 

ゼリー市場規模 

2019/3- 2014/3- 
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国内事業：inゼリー戦略 

差別化された新たな機能・食シーンの提供 

【次世代ユーザー育成】 

簡便性 

・６大栄養素 
・プロテイン10,000㎎ 

女性 

子ども 

季節限定 
NEW 

新機能 

【ユーザーの拡大】 

ブランド価値
強化 

■健康維持ニーズ＋利便性ニーズ 
 ⇒ 機能別ラインアップ、摂食シーン訴求 
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設備投資・工場再編 

18 

 

成長投資 
売上成長を見込む 
主力品の設備増強 
 
 

高崎第３工場：冷菓設備導入 
 

 ※2021年度 
   稼働予定 

 

将来基盤強化 
高崎第3工場にチョコレートの 
製造設備を集約 
 

⇒効率性を高めた生産ライン導入。
生産性の向上、チョコレート原液の
運搬の効率化（物流費抑制）等 
 

2018中計：計画当初 

2018中計：現時点 

設備投資 
400億円 

成長投資 

維持更新 

その他 

将来基盤強化 

工場新設 

設備投資 
400億円 
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設備投資・工場再編 

改善効果等 

ジャンボGなど 

設備増強に伴う効率化 

売上拡大、生産性向上 

       将来基盤の強化 

省エネ効果、排水改善、 

低臭気等など環境配慮 

人件費削減 

設備更新に伴う効率化 

工場集約に伴う効率化など 

年間約40億 
※システム投資等含まず 

 菓子食品：ハイチュウ、他ブランド移設等 

        成長事業への投資 

 冷菓：設備増設 

 健康：三島工場増設 

 冷菓：高崎工場新設 

設備投資計画 2019年 
3月期 

2020年 
3月期 

2021年 
3月期 

 菓子食品：高崎工場投資 

中計策定時の投資額 130億円 70億円 200億円 

維持更新ほか 

合計 80億円 110億円 210億円 

高崎第3工場新設 

チョコ設備投資等 

既存工場へ移設 

inゼリー設備更新 

ライン増設 

高崎第3工場新設 

稼働設備の更新投資（40億円/年）など 

19 
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海外事業：実績累計、通期予想 

エリア別 
(円換算) 

2018年 

３月期 

2019年 

３月期 
前年 
実績比 

2020年 
３月期予想 

前年 
実績比 

米 国 43億 50億 115％ 62億 125％ 

中国、台湾、輸出 53億 50億 95％ 55億 109％ 

インドネシア 36億 20億 56％ 
 2019年1月MKI 

合弁解消 

合 計 133億 121億 91％ 118億 97％ 

海外売上高 
比率 

6.5% 5.9% △0.6P 5.7％ △0.2P 
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海外事業：米国 
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東部、中南部の 
米系チャネル拡大 

（単位：億円） 

販売好調SKU増 

米国工場 
能力増強を予定 

■最重要市場に位置付けている米国事業の伸長継続 
 

⇒チャネル拡大、SKU増加等に伴いHI-CHEWユーザーが増加。   
  TVCMを主軸とした広告やWEBを活用した効率的な 
  販促活動により、収益性を改善しながら売上の拡大を図る。 

2016年 
３月期 

2019年
３月期 

2020年
３月期
予想 

2011年 
３月期 
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チャネル戦略：小売店舗と急拡大するネットの複合戦略を強化 
 

■小売店舗：現地・日系CVS、日系GMS等 
          ライトユーザーの開拓余地が大きい中高生、大学生のターゲット層に向けた 
          販促、広告活動の拡充により売上の拡大を図る。 

■ネット販売：幅広い購買層の開拓に向けた商品展開、ブランド訴求 
    
 
 ジンドン 

海外事業：中国 

22 

華東 
CVS店舗数拡大 
代理店取り組み強化 

華南 
日系GMS、  
新規チェーンの取扱増 

小売店舗：重点チャネルで販売強化  中国事業の売上推移 

0

100

200

300

2016.3 2020.3

（2016年３月期を100とした場合） 

■小売店舗 
  ブランド強化、 
  販促拡充 
 

■ネット販売 
  ブランドの高い 
  商品の認知度 
  向上に注力 

Tモール 

2016年 
３月期 

2020年 
３月期 （予想） 
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海外事業：アジア、他の開拓エリア 

23 

東南アジア 

東南アジア 

オセアニア 

タイ 

2019年５月：タイ現地法人設立 
 ■Morinaga Asia Pacific Co., Ltd. 

東南アジアの成長性に加え、キャンディ
市場の獲得が期待できるエリアを開拓 
 

シンガポール 

フィリピン 

ニュージーランド 

オーストラリア 

他の開拓エリア：英国他 

1人当たりの砂糖菓子消費量も 
米国並みに高く、魅力的な市場。 
前年にHI-CHEWのテスト販売実施 
 

ユーザ―評価は好評 
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世界で喜ばれ、愛される商品に成長 
グローバル領域の拡大に向けて戦略を加速 

海外事業：HI-CHEWはグローバルブランドへ 

24 

2015/3 

2015中計策定前 

2019/3 

当期 

国内 
海外 

海外戦略 
強化 

４年で 
倍増 

HI-CHEWグローバル売上推移 国内販売品にも 
HI-CHEWロゴ 

現地ニーズを掴む 
商品展開 （2015中計策定前を100とした場合） 

100 

0 

50 

2015年 
３月期 

中計策定時 

2019年 
３月期 
当期 
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業績予想 
（2019年４月～2020年３月） 
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【連結】2020年３月期 業績予想 

26 

（単位：百万円） 

 売上高：主力ブランド注力、ウェルネス領域の規模拡大。 

 損益  ：原材料費、物流費等上昇の外的要因を 

      商品規格見直しや、収益性の高い主力ブランドへの集中等で対処 

2020年 
３月期 

前期実績 
前期比較 
（前期比） 

売上高 207,000 205,368 
+1,632  

(100.8%) 

営業利益 21,000 20,217 
+783 

(103.9%) 

経常利益 21,400 20,767  
＋633 

(103.0%) 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

14,500 12,816 
+1,684 

(113.1%) 

営業 
利益率 

10.1％ 

海外売上高 
比率 

5.7％ 
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【連結】2020年３月期 通期  営業利益増減要因 

27 

202.1 

210.0 

2019年３月期 … 

売上高増収 

原材料関係影響 

生産効率の改善 

商品規格見直し等 

販売費減 

広告費減 

物流費増 

その他販管費増 

2020年３月期 … 

 ＋4.4 

▲10.9 

＋4.2 

＋21.8 

＋0.9 

＋1.1 

▲10.0 

▲3.7 

（単位：億円） 2019年３月期 
営業利益 

2020年３月期 
営業利益 
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利益成長と資本配分 
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111  

167  
184  177  

208  

2015/3 2017/3 2019/3

営業CF 

6.0 

11.5 

13.6 

11.0 

13.2 

2015/3 2017/3 2019/3

ROE 

4.6 

8.2 

11.3 12.2 
13.0 

2015/3 2017/3 2019/3

ROIC 

（単位：億円、％） 

安定的な売上成長 

コスト削減の徹底 高い価値創出力の形成 

①事業ポートフォリオ改善 

②低収益部門の構造改革 

③成長事業への継続投資 

ROICの改善 

※2019年３月に 
83億円の自己株式
取得を実施 

※税引後営業利益÷投下資本 
（有利子負債＋自己資本） 
 の2期平均にて算出 

ROE－資本コスト 

キャッシュフロー 
創出力の向上 

資本コストを意識した 
健全なROE 

成長投資と強固な 
収益基盤の形成 
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株主還元 
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配当金（円） 配当性向（％） 

% 

円 

66 

2014年 
３月期 

2015年 
３月期 

2016年 
３月期 

2017年 
３月期 

2018年 
３月期 

2019年 
３月期予想 
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参考情報 
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【参考】カテゴリー別売上高(2019年３月期） 

31 

（単位：億円） 

カテゴリー 

連結売上高 
市場 
前期比 

当社主力ブランド 

（国内売上のみ） 

売上高 
前期比 
（％） 当期金額 前期金額 

前期比較 
（前期比） 

菓子食品部門 1,220 1,233 
▲13 

（99%） 

 キャラメル・ 
 キャンディ 306 287 

＋19 
（107%） 104 

ミルクキャラメル 
ハイチュウ 

99 
103 

 ビスケット 228 226 
+2 

（101%） 100 森永ビスケット 101 

 チョコレート 286 286 
±0 

（100%） 99 
チョコボール 
ダース 

107 
96 

 スナック 150 157 
▲7 

（96%） 99 おっとっと 103 

 ココア 50 59 
▲9 

（85%） 94 森永ココア 84 

 その他 
（粉ジュース含） 196 215 

▲19 
（91%） 

冷菓部門 372 370 
＋２ 

（100%） 100 ジャンボグループ 107 

健康部門 369 354 
＋15 

（104%） 
ｉｎゼリー 103 


